
 

 

 

世界初！ベンゼンをフェノールに変換する細菌を開発 

～酵素のスイッチを ON の状態にする化学物質を 

細菌に取り込ませる新規手法～ 

 

この度、名古屋大学物質科学国際研究センターの 渡辺 芳人 教授、同大学院理学

研究科の荘司 長三 准教授らの研究グループは、大腸菌の中にある酵素のスイッチ

を「ON の状態」にすることが可能な化学物質を開発し、ベンゼン注 1）を常温常圧の

温和な条件下でフェノール注 2）に変換する細菌を開発することに成功しました。 

シトクロム P450BM3 注 3）と呼ばれる酸化酵素を大腸菌の中で生合成させた後、シ

トクロム P450BM3 を活性化する化学物質を大腸菌に取り込ませると、大腸菌の培養

液にベンゼンを添加するだけで、フェノールに変換することができます（フェノール

の収率：59％）。 

ベンゼンからフェノールを工業的に合成するクメン法は、高温高圧で行われる多段

階反応であるのに対し、今回開発した手法では、一段階の反応かつ室温でベンゼンを

フェノールに変換することが可能です。 

また、反応時間を調節することでフェノールがさらに酸化されたヒドロキノン注 4）

を得ることも可能です。 

この研究成果は、平成 30 年 5 月 25 日付（日本時間）ドイツ化学会誌「Angewandte 

Chemie International Edition」の電子版に掲載されました。 
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